
１．歳出予算の補正額

（１）新型コロナウイルス感染症対策

【主な取組み】

①

【担当部署：商工観光課】

② 598万円

【担当部署：増進型地域福祉課】

２．歳入予算の補正額

　財源内訳

・

・

３．議決日　令和3年９月30日

※ 各事業の詳細については、各担当部署へお問い合わせください。

令和３年度一般会計補正予算（第７号）について

1億799万3千円

【市独自施策】富田林市中小企業者等事業支援金の支給 1億201万3千円

新型コロナウイルス感染症の拡大により経営に深刻な影響を受けている市内の中小企業者
等で、事業継続のため新型コロナウイルス感染症関連の融資を受けた事業者に対して、支
援金を支給する（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（事業者支援分）を
活用）。
【制度概要】
　・対象事業者数　約1000事業者
　・支給額　一律10万円（1事業者1回限り）
　・対象要件
　　１）新型コロナウイルス感染症関連の融資のいずれかを受けていること（※）
　　２）融資借入時から申請時点において、市内に主たる事業所を有すること
　　３）市税を滞納していないこと
　・申請期間（予定）令和3年11月1日から令和4年1月31日まで
　※対象要件となる主な融資は、下記のとおり
　　１）セ－フティネット保証4号・5号、危機関連保証に係る保証協会付き融資
　　２）日本政策金融公庫の新型コロナウイルス感染症関連の融資
　　３）商工組合中央金庫の新型コロナウイルス感染症関連の融資

7月7日より申請受付中の生活困窮者自立支援金について、このたび国により申請期限
が、令和3年8月31日から11月30日まで3か月間延長されたことによる事務費の増額を
行う（国庫10/10）。
【制度概要】
　・対象世帯　約500世帯
　・支給額　　1人世帯 月額6万円、2人世帯 月額8万円、3人以上世帯 月額10万円
　　　　　　　※支給は最大3か月間
　※支給には、特例貸付の利用実績や所得要件、資産要件などの支給要件あり

１億799万3千円

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の申請期限の延長

1億799万3千円

8,009万7千円

財政調整基金取崩金 2,191万6千円

国庫支出金 8,607万7千円

うち新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（事業者支援分）


